
平成１７年４月２２日
  各  位

  業績予想の修正に関するお知らせ

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成1６年11月１８日中間決算発表時に公表した平成17年3月期（平成
16年4月1日～平成17年3月31日）の業績予想を下表の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

1．平成17年3月期業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日）
【連結】 (単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 16年11月18日 発表）
87,500 2,950 1,530

今回修正予想(Ｂ) 86,010 2,660 630
増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,490 △ 290 △ 900
増減率 △ 1.7 △ 9.8 △ 58.8

前期（平成16年 3月期）実績 70,231 2,822 1,970

【単独】 (単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 16年11月18日 発表）
39,720 1,970 1,140

今回修正予想(Ｂ) 39,090 1,950 1,190
増減額(Ｂ－Ａ) △ 630 △ 20 50
増減率 △ 1.6 △ 1.0 4.4

前期（平成16年 3月期）実績 39,682 1,799 1,484

2． 修正の理由
〈連結〉
　　売上高は、鋼材供給の逼迫に伴う減産の影響もあり、単独の売上が前回予想値に対して△６億３千万円
（△1.6％）減収となったことに加え、円高による円価換算額の目減りもあり、△１４億９千万円（△1.7％〉減収
の８６０億１千万円の見込みです。
　　経常利益は、顧客先の値引要請や資材の値上がり等の減益要因をカバーすべく合理化を進めてまいり
ましたが、前回予想値に対しては△２億９千万円（△9.8％）減益の２６億６千万円となる見込みです。
　　当期純利益は、前回予想値に対して△９億円（△58.8％）減益の６億３千万円となる見込みですが、これ
は、当社の連結子会社であるヨロズアメリカ社と鋼材共同購入契約を締結しているタワーオートモーティブ社
が平成１７年２月２日付けで米国連邦破産法第１１章（Ｃｈａｐｔｅｒ１１）にもとづく更生手続きの申し立てを行った
ことに伴い、同上契約にもとづく前払金 ７億９千２百万円を今期に一括償却し、連結決算上、特別損失として
計上することとしたことによるものです。なお、当該前払金は、平成１６年３月に権利金として８億６千４百万円
を前払いし、契約期間（１０年）にわたって償却処理を予定していたものであります。
〈単独〉
　　売上高は、前回予想値に対して△６億３千万円（△1.6％）減収の３９０億９千万円の見込みです。
利益面では、経常利益が前回予想値に対し△1.0％減の１９億５千万円となりますが、当期純利益は4.4％増
の１１億９千万円となる見込みです。
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